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◆ 学校ホームページコーナー ◆
「給食集会をしました！」等続々更新中

です。是非、ご覧下さい。

子どもの強みを生かす

「児童支援専任」という教諭が各学校に一人ずついることをご存知の方は、どれくらいいらっしゃ

るでしょうか。「児童支援専任教諭制度」は、子ども一人一人が安心して自分らしく学校生活を送る

ことができるよう平成２２年からスタートし、平成２６年度で市内全校に配置されました。児童支援

専任教諭は学級担任をもたず、いじめなどの人間関係上のトラブルや不登校、特別支援的な配慮など、

様々な困り感のある子どもや保護者と向き合い、解決や改善の方法を探っています。

私が児童支援専任教諭となってもうすぐ２年が経とうとしています。その間に、困り感をもったい

ろいろな子どもや保護者の方と関わってきました。困り感を減らすために、その子の課題や苦手なと

ころに目を向けがちですが、その中で私がいつも忘れないようにしていることは、「子どもの強みを

生かす」ことです。子どもだけでなく、どんな人間にも強みもあれば、弱みもあります。子どもと接

する時、「○○ができない」「○○が苦手」など、その子の弱みにばかりに目を向けていないでしょ

うか。

先日、朝会で子どもたちにこんな話をしました。『しょうぼうじどうしゃ じぷた』（渡辺茂男作

山本忠敬絵 福音館書店）という本に出てくる「じぷた」は、ジープを改造した小さな消防自動車で

す。はしご車や高圧車、救急車は大きな火事があるとそろって出動し、町の子どもたちにも大人気で

す。一方じぷたは、みんなからちびっこ扱いされていましたが、ある時山小屋で火事があり、じぷた

がその小さな車体と特徴を生かして大活躍をするという話です。この本を読んで、ある特別支援学校

に通う生徒が、「自分は、はしご車や高圧車にはなれないけれど、じぷたのように自分にしかできな

いことを探したい。」という感想文を書いたそうです。白根小学校に通う子どもたちも、ぜひ自分の

よいところ、自分にしかできないことを探してほしいということを、子どもたちに伝えました。

昨年、国立青少年教育振興機構が「子どもの時に親や教員、近隣の方々に褒められた人は、自己肯

定感が高くへこたれない力をもった大人になる」という調査結果を発表しました。子どもは、案外自

分の強みを知りません。子どもの時に保護者や教職員、地域の方々に褒められたことにより自分の強

みを知り、それが自己肯定感へとつながっていくのだと思います。私たち大人にできる一番大事なこ

とは、子どもの弱みにばかり目を向けるのではなく、子どもの強みを探し、褒め、子どもがこれから

先に困難なことにぶち当たった時、へこたれない力をつける手伝いをしてあげることではないでしょ

うか。

（児童支援専任 佐藤 妙恵）

http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/shirane/

・道徳授業力向上拠点校

・横浜市指定幼・保・小

連携推進校

・校長会専門研究校(道徳)

新しい年を迎え、この１年がよい年となるよう願いをこめ

て、書き初めをおこないました。低学年は硬筆、中高学年は

毛筆です。一画一画、集中して取り組み、みんな素晴らしい

作品となりました。この時の気持ちを大事に、２０１８年を

過ごしていきたいと思います。



学習のあしあと
５・６・７組

かけ算九九をスラスラ言おう！

2学期から、２年生はかけ算九九を学習しています。1の段から9

の段まで覚えるために、学校の授業以外にも、毎日、おうちの人に

九九を聞いてもらったり、お友達にも九九を言ったりしています。

さらに、かけ算九九ボランティアの方にも九九を聞いてもらい、言

えた段にサインをつけてもらっています。地域の方から「すごい

ね。」「頑張っているね。」と声をかけていただき、ますますやる

気になっていました。子どもたちは、やるたびにレベルアップして

います！

発育測定・学習発表会に向けて！

１月15日に発育測定を行いました。みんな静かに順番

を待つことができ、4月と比べて身長が伸びているようで

す。健康手帳にグラフを作ることで、1年間の体の成長の

様子を実感することができました。

また2月28日の学習発表会に向けて、各教室で役割ご

とにリハーサルや、小道具の作成に取り組んでいます。

６年生は最後の発表会になります。高学年がリーダーと

なり、低学年、中学年を引っ張って準備を進めてくれて

います。

お囃子を体験しました！

始業式後に体育館でお囃子を見せていただいた後、３年生はクラ

スごとに体験させていただきました。正座をし、上白根囃子の始ま

りや和太鼓の叩き方を教えていただきました。はじめは簡単だと

思っていた子どもたちも、やってみるとなかなかうまくいかず。師

匠に厳しく教えていただき、お囃子に魅了される児童がたくさんい

ました。最後は一人ひとり獅子舞を被らせていただき、貴重な体験

をすることができました。社会の学習を深められました。

１年生

２年生

３年生

６年生と大根ほり！

秋から育ててきた大根を６年生と一緒に収穫しました。

例年に比べて少しスリムな大根になりましたが、手にした

大根を持ってとても嬉しそうでした。翌日には「おでんに

して食べたよ！」「豚汁の中に入れて食べておいしかった

よ。」と感想を言ってくる子どもたちもいました。その後、

収穫した大根を使って６年生が味噌汁を振る舞ってくれま

した。「自分たちでつくった大根はとってもおいしい！と

喜んでいました。



４年生

６年生

保健・・・ 寒さに負けずに外で遊ぼう

明るい心で過ごそう

給食・・・ 好き嫌いなく何でも食べよう

◆ 今月の目標 ◆

お囃子に書き初めと、この時期ならではの体験

をたくさんしました。これらには、昔からこの1年

が良い年になるようにとの願いが込められていま

す。一人ひとりが目標をもち、充実した1年となる

よう、支援をしていきたいと思います。

幼稚園交流をしました！
白根幼稚園の年長組の子たちが白根小に来て、５年生と交流

活動を行いました。まず最初に、学校案内をしました。図書室で

読み聞かせをしたり、学校の中のいろいろな場所のことを優しく

教えたりする姿から、高学年としての頼もしさが感じられました。

学校案内のあとには、５年生と幼稚園児とで一緒に給食を食べ

ました。５年生の子たちが配膳の手伝いをして、幼稚園の子たち

に白根小の給食をおいしく食べてもらうことができました。

４月から、１年生と６年生として交流できるのが楽しみです！

５年生

ふって 走って 情熱ティーベース！

体育で「ティーベース」の学習をしています。グループで攻

めと守りの作戦を立てて試合をしていますが、なかなか点に繋

がりません。「もっと遠くに球を飛ばせたら、もっと守りがい

ない方向を狙って打てたらいいのに！そのために、バッティン

グの練習をしよう！」自分たちのグループが勝つためには、ど

んな練習が必要なのか考えて活動をしています。

「もっと球をよく見て。体の向きはこっちがいいよ。」など、

友達同士で教え合う姿もたくさん見られます。みんな目指せ、

ホームラン！

１月９日、本校の児童も所属している上白根囃子保存会の

皆さんに、お囃子を披露していただきました。和楽器の音色

の優雅さ、獅子舞の迫力に圧倒されました。この地域に昔か

ら伝わる上白根囃子。興味をもった児童が多かったようです。

東京見学！
～小学校生活最後の校外学習～

社会科で学習したことをもとに、国会議事堂の見学を行いまし

た。歴史ある造りに興味を示し、衆議院議場など実際に見ること

ができ、貴重な体験ができました。

見学のマナーなど、最後の校外学習にふさわしい態度を自分た

ちで考えて見学することができました。残りの日々も１日１日大

切にして過ごしてほしいと思います。


